
二
〇
二
四
年
度	

一
般
選
抜
前
期
Ｂ
日
程

	

社
会
人
入
学
試
験

　書

道

実

技

問

題

注
意
事
項

　
　
一
、
試
験
開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
、
問
題
用
紙
を
開
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
二
、
提
出
作
品
は
す
べ
て
本
学
指
定
の
用
紙
を
用
い
て
く
だ
さ
い
。

　
　
三
、
提
出
作
品
に
は
必
ず
左
下
に
九
桁
の
手
続
受
験
番
号
を
鉛
筆
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
（
一
般
選

抜
前
期
Ｂ
日
程
の
受
験
生
は
、
受
験
番
号
を
記
入
し
な
い
よ
う
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
）。

　
　
四
、
提
出
作
品
は
全
部
で
四
枚
で
す
。
設
問
順
に
重
ね
て
机
上
に
お
い
て
退
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
五
、
書
き
損
じ
及
び
残
余
の
用
紙
は
一
切
持
ち
帰
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
六
、
問
題
用
紙
は
、
試
験
終
了
後
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。



一
　
A
　
別
紙
の
「
九
成
宮
醴
泉
銘
」
の
指
定
部
分
を
半
紙
に
臨
書
し
な
さ
い
。

　
　
　
　
　
　「
並 

地 

列 

州 

縣 

人
」

	

B
　
別
紙
の
「
高
野
切
第
一
種
」
を
半
紙
中
央
に
原
本
と
同
形
式
で
原
寸
臨
書
し
な
さ
い
。

　
　
　
　
　
　「
歌
一
首
（
作
者
名
を
含
む
）」

二	

次
の
A
、
B
の
内
、
い
ず
れ
か
を
選
択
し
て
半
紙
に
創
作
し
な
さ
い
。

	

A
　「
餘
事
作
詩
人
」	
（
行
書
体
に
よ
る
）

	

B
　「
久ひ
さ
か
た方

の
ひ
か
り
の
ど
け
き
春は
る

の
日ひ

に
し
づ
心ご
こ
ろな

く
花は
な

の
ち
る
ら
む
」

	
	

（
漢
字
か
な
変
換
可
、
変
体
が
な
使
用
可
、
ち
ら
し
自
由
）

三	

次
の
文
を
半
紙
に
読
み
や
す
く
書
き
な
さ
い
。

	

　 「
学
び
て
時
に
之
を
習
う
。
亦
説
ば
し
か
ら
ず
や
。
朋
、
遠
方
自
り
来
た
る
有
り
。
亦
楽
し
か
ら
ず
や
。」

	
	

（
漢
字
、
か
な
変
換
不
可
、
変
体
が
な
使
用
不
可
、
句
読
点
省
略
）



一

　A

　「九
成
宮
醴
泉
銘
」

一

　B

　「高
野
切
第
一
種
」


